










































































要支援･要介護度1 要介護度２以上 合計 カイ二乗値
年齢(n＝488)
平均 79.1（ ±8.2) 77.9（±11.0) 78.6歳（ ±9.6)
65歳未満 13（ 4.8％) 29（13.5％) 42（ 8.6％)
65～75歳未満 60（22.0％) 40（18.6％) 100（20.5％)
75歳以上 200（73.3％) 146（67.9％) 346（70.9％) 0.003
性別(n＝488)
男性 70（25.6％) 68（31.6％) 138（28.3％)










要支援･要介護度1 要介護度２以上 合計 カイ二乗値
世帯状況
高齢者世帯 182（67.9％) 92（43.8％) 274（57.3％)
(うち、単身世帯） 126（46.2％) 37（17.4％) 163（33.5％)
２～３世代世帯 86（32.1％) 118（56.2％) 204（42.7％) 0.000
主な援助者(n＝479)
誰もいない 47（17.6％) 12（ 5.7％) 59（12.3％)
配偶者 42（15.7％) 70（33.0％) 112（23.4％)
娘 84（31.5％) 73（34.4％) 157（32.8％)
息子 45（16.9％) 21（ 9.9％) 66（13.8％)
子の配偶者 30（11.2％) 26（12.3％) 66（11.7％)


















要支援･要介護度1 要介護度２以上 合計 カイ二乗値
介護報酬単位(n＝474）
２千単位未満 82（31.3％) 40（18.9％) 122（25.7％)
２-４千単位未満 92（35.1％) 38（17.9％) 130（27.4％)
４-12千単位未満 73（27.9％) 66（31.1％) 139（29.3％)
12千単位以上 15（18.1％) 68（32.1％) 83（17.5％) 0.000
利用日数(n＝478）
２日以下 187（69.5％) 100（47.8％) 287（60.0％)
３日 45（16.7％) 26（12.4％) 71（14.9％)
４日以上 37（13.8％) 83（39.7％) 120（25.1％) 0.000
利用期間(n＝461)
１年未満 71（27.4％) 46（22.8％) 117（25.4％)
１-３年未満 148（57.1％) 123（60.9％) 271（58.8％)
３年以上 40（15.4％) 33（16.3％) 73（15.8％) 0.524
他のサービスの利用(n＝488）
ある 94（34.4％) 160（74.4％) 254（52.0％)
ない 179（65.6％) 55（25.6％) 243（48.0％) 0.000
他のサービスの種類(n＝488）
デイサービス 43（15.8％) 63（29.3％) 106（21.7％) 0.000
デイケア 13（ 4.8％) 35（16.3％) 48（ 9.8％) 0.000
訪問入浴介護 1（ 0.4％) 19（ 8.8％) 20（ 4.1％) 0.000
訪問看護 13（ 4.8％) 41（19.1％) 51（11.1％) 0.000
福祉用具の貸与 28（10.3％) 74（34.4％) 102（20.9％) 0.000















要支援･要介護度1 要介護度２以上 合計 カイ二乗値
サービスの内容(n＝476）
家事援助のみ 159（59.6％) 46（22.0％) 205（43.1％) 0.000
家事援助・身体介護 90（33.7％) 114（55.9％) 204（42.9％)
身体介護のみ 18（ 6.7％) 49（23.9％) 67（14.1％)
サービスの形態
滞在型 230（92.7％) 192（96.0％) 422（94.2％) 0.338
巡回型 5（ 2.0％) 2（ 1.0％) 7（ 1.6％)
複合型 13（ 5.2％) 6（ 3.0％) 19（ 4.2％)
具体的サービス(n＝488）
掃除 234（85.7％) 128（59.5％) 362（74.2％) 0.000
シーツ交換など 122（ 4.7％) 75（34.9％) 197（40.4％) 0.050
洗濯 81（29.7％) 78（36.3％) 159（32.6％) 0.122
買い物 122（44.7％) 70（32.6％) 192（39.3％) 0.010
食事介助 1（ 0.4％) 40（18.6％) 41（ 8.4％) 0.000
排泄介助 5（ 1.8％) 72（33.5％) 77（15.8％) 0.000
入浴介助 32（11.7％) 50（23.3％) 82（16.8％) 0.010
表５ 担当者の状況
要支援･要介護度1 要介護度２以上 合計 カイ二乗値
ホームヘルパーの担当人数(n＝479）
１-２人 167（62.3％) 88（41.7％) 255（53.2％)
３人以上 101（37.7％) 123（58.3％) 224（46.8％) 0.000
主な担当者の年齢(n＝488）
～40歳代 166（60.8％) 115（53.5％) 281（57.6％)
50歳代以上 107（39.2％) 100（46.5％) 207（42.4％) 0.126
主な担当者の担当期間(n＝482）
１年未満 111（41.4％) 76（35.5％) 187（38.8％)
１～２年未満 87（32.5％) 62（29.0％) 149（30.9％)
２～３年未満 44（16.4％) 53（24.8％) 97（20.1％)










要支援･要介護度1 要介護度２以上 合計 カイ二乗値
サービス内容に関する納得状況(n＝478)
納得している 151（56.1％) 97（46.4％) 248（51.9％)
ある程度納得している 111（41.3％) 103（49.3％) 214（44.8％)
あまり納得していない 7（ 2.6％) 7（ 3.3％) 14（ 2.9％)
まったく納得していない 0（ 0.0％) 1（ 0.5％) 1（ 0.2％)
その他 0（ 0.0％) 1（ 0.5％) 1（ 0.2％) 0.000
希望する時間帯(n＝94)
６時から９時 4（ 1.5％) 20（ 9.3%) 24（ 4.9％) 0.000
16時から19時 17（ 6.3％) 42（19.5％) 59（12.1％) 0.000
22時から６時 2（ 0.7％) 9（ 4.2％) 11（ 2.3％) 0.025
訪問回数の希望との相違(n＝473）
希望通り 245（92.8％) 181（86.8％) 426（90.1％)
希望通りでない 19（ 7.2％) 28（13.4％) 47（ 9.9％) 0.025
回数の希望(n＝36)
増やしたい 14（93.3％) 20（95.2％) 34（94.4％)
減らしたい 1（ 6.7％) 1（ 4.8％) 2（ 5.6％) 0.806
金銭的負担感(n＝404）
大変苦しい 5（ 2.2％) 11（ 6.1％) 16（ 4.0％)
少し苦しい 37（16.6％) 39（21.5％) 76（18.8％)
あまり苦しくない 98（43.9％) 86（47.5％) 184（45.5％)
全く苦しくない 83（37.2％) 45（24.9％) 128（31.7％) 0.018
ヘルパー間の対応の相違(n＝338）
よくある 8（ 4.4％) 34（21.5％) 42（12.4％)
たまにある 52（28.9％) 49（31.0％) 101（29.9％)
あまりない 79（43.9％) 55（34.8％) 134（39.6％)
全くない 41（22.8％) 20（12.7％) 61（18.0％) 0.000
ヘルパーを替えてもらいたいと思う(n＝473）
よくある 0（ 0.0％) 6（ 2.9％) 6（ 1.3％)
たまにある 51（19.4％) 54（25.7％) 105（22.2％)
あまりない 64（24.3％) 45（21.4％) 109（23.0％)
全くない 148（56.3％) 105（50.0％) 253（53.5％) 0.012
ヘルパーが替わりすぎると思う(n＝465）
よくある 8（ 3.1％) 14（ 6.8％) 22（ 4.7％)
たまにある 37（14.3％) 36（17.4％) 73（15.7％)
あまりない 93（36.0％) 84（40.6％) 177（38.1％)
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TheHomeHelp Service situation and the attitudes of the users
 




The Ministry of Health,Labour,and Welfare is examining the radical reform of the
 
Care Insurance System in2006.As part of the reform,Home Help Service to the old who
 
need serious care is being examined.
Therefore,the purpose of this study is the examination of the service for those with
 
serious care needs using research of the Home Help Service users in 2002.
This is an analysis of the characteristics of the users, the use situations, and the
 
attitudes of the users of the service at 10Helper Stations in Chiba Prefecture,using the
 
results of a mail questionnaire survey which 488out of633users responded (response
 
rate of 73.6%).From the information,an analysis was made of Home Help users by
 
category of care needs,family situations,and attitudes towards Home Help.
Then there is an examination of the future direction of the Home Help Service.
The following conclusions were reached:
１.Most the care given to those with serious needs came from spouses or daughters.
２.There was much care service available and there were many helpers to take charge
 
of the group with serious care needs.
３.There were many persons in the group with serious care needs who weren’t satisfied
 
with the service.
４. In the group with serious care needs,a difference of the service among the helpers
 
was seen.
５.There were many users in the group with serious care needs who hoped for a change
 
in helper.
「ホームヘルプサービスの現状と利用者のサービス利用意識」 11
?
